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  都市の現況とまちづくりの視点 

第2 章では、都市の現況調査・分析をし、それらを踏まえて、まちづくりの視点を整理しました。 

 

  八尾市の現況分析  

２-１-１ 八尾市の概要 

①位置・面積 

・総          面          積 ：4,172ha 

・周 囲 の 距 離：40.37km 

・東 西 の 距 離：9.2km 

・南 北 の 距 離：7.4km 

・都市計画区域面積：4,172ha 

・市 街 化 区 域 面 積：2,766ha 

（都市計画区域面積の 66.3%） 

・市街化調整区域面積：1,406ha 

（都市計画区域面積の 33.7%） 

・人口密度：64.4 人/ha 【国勢調査平成 27（2015）年】 

 

資料：八尾の都市計画【令和 2（2020）年 4 月】 

 

②地勢 

・東部の山地と、約 9 割を占める西方に広がる平坦地に分かれています。 

・平坦地は、南より北へ概ね 1000 分の 1 のゆるやかな勾配となっています。 

・標高は 488m の高安山（東部山地）を除き、平均約 10m となっています。 

資料：八尾の都市計画【令和 2（2020）年 4 月】 

 

■主な河川と標高                ■断面図（A-A’面） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
資料：八尾市都市景観形成基本計画 

  

■位置図 
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２-１-２ 人口、世帯、人の動き 

①人口・世帯 

・行政区域の人口は、平成 27（2015）年の国勢調査によると 268,800 人で、減少傾向が続いてお

りますが、世帯数は、増加しています。 

・65 歳以上の高齢者の人口とその割合は増加する一方で、15～64 歳の生産年齢人口とその割

合は減少しています。 

 

■八尾市の人口と世帯数 

 

 

■八尾市の年齢別人口の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

資料：国勢調査
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　・年齢別割合は、年齢不詳を除いて算出。棒グラフ最上部の数値は、年齢不詳も含めた市全体の人口。 資料：国勢調査
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②人の動き（通勤・通学） 

・平成 27（2015）年の国勢調査結果をもとに、八尾市の就業者・通学者の状況をみると、流出が流

入を上回っています。 

・大阪府下の他の中核市と比べると流出率は東大阪市と並んで低くなっており、市内移動が多い

状況です。 

・主な流出先・流入先は、隣接する大阪市及び東大阪市、柏原市となっています。 

 

■府内中核市※就業者・通学者の状況（１５歳以上の就業者・通学者） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■就業者・通学者の八尾市から流出・八尾市への流入が多い市町村 

（１５歳以上の就業者・通学者） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

・第 2 章中にある中核市との比較については、令和 3（2021）年 3 月時点で中核市となっている大阪府内の市（豊中市、吹田市、

高槻市、枚方市、寝屋川市、東大阪市）との比較。（人口等の府内中核市の基礎データについては、P44、45 のコラムに掲載） 

※常住地による就業・通学者数：その市に居住している就業者数・通学者数のことで、通勤・通学先が市内・市外かは問わない。 

※従業地による就業・通学者数：その市に就業・通学している就業者数・通学者数のことで、居住地が市内・市外かは問わない。 

※流出率：常住地による就業・通学者数に対する市外へ流出する就業・通学者数の割合。 

※流入率：従業地による就業・通学者数に対する市外から流入する就業・通学者数の割合。 

常住地による 従業地による 流入 就業・通学者

就業・通学 就業・通学 流出率※ 就業・通学 就業・通学 流入率※ 比率

者数※【①】 者数【②】 【②/①】 者数※【③】 者数【④】 【④/③】 【①/③】

(人) (人) (％) (人) (人) (％) (％)

八尾市 126,960 64,199 50.6 112,472 48,602 43.2 88.6

豊中市 197,139 114,500 58.1 152,491 68,293 44.8 77.4

吹田市 187,823 111,615 59.4 176,255 98,880 56.1 93.8

高槻市 168,339 88,198 52.4 125,492 43,968 35.0 74.5

枚方市 191,558 99,925 52.2 146,754 53,349 36.4 76.6

寝屋川市 111,832 64,314 57.5 84,799 35,931 42.4 75.8

東大阪市 238,197 97,222 40.8 258,312 115,293 44.6 108.4

資料：国勢調査【平成27(2015)年】

H27

流出

流出 流入

H27 市町村名 流出者数 流出率
※ 市町村名 流入者数 流入率

※

(人) (％) (人) (％)

第1位 大阪市 31,817 25.1 大阪市 11,541 10.3

第2位 東大阪市 12,119 9.5 東大阪市 8,687 7.7

第3位 柏原市 2,724 2.1 柏原市 4,893 4.4

第4位 堺市 1,870 1.5 堺市 2,370 2.1

第5位 吹田市 957 0.8 藤井寺市 2,017 1.8

第6位 松原市 859 0.7 羽曳野市 1,793 1.6

第7位 藤井寺市 764 0.6 香芝市 1,338 1.2

第8位 京都市 713 0.6 松原市 1,126 1.0

第9位 奈良市 708 0.6 奈良市 1,053 0.9

第10位 羽曳野市 699 0.6 富田林市 732 0.7

資料：国勢調査【平成27(2015)年】
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■就業者・通学者の状況図（１５歳以上の就業者・通学者） 

※就業者・通学者の流入・流出が多い市町村を掲載 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
資料：国勢調査【平成 27（2015）年】 
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２-１-３ 産業 

①就業人口 

・八尾市の就業人口を経年でみると、平成 7（1995）年をピークに平成 27（2015）年には、104,955

人となって減少しています。 

・特に第 2 次産業※は、平成 2（1990）年では、55,792 人だったものが平成 27（2015）年には 31,799

人と 2 万人以上減少し、第 2 次産業の割合も低下しています。 

・八尾市の産業大分類別の人口をみると、平成 27（2015）年では、第 1 次産業※が 983 人（0.9%）、

第 2 次産業が 31,799 人（30.3%）、第 3 次産業※が 72,173 人（68.8%）となっており、大阪府下の

他の中核市と比べて、第 2 次産業の割合が東大阪市に次いで高くなっています。 

 

■八尾市の産業大分類別人口の経年変化 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

資料：国勢調査
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※第 1 次産業：「農業」、「林業」、「漁業」。 

※第 2 次産業：「鉱業」、「建設業」、「製造業」。 

※第 3 次産業：前記及び「分類不能の産業」以外の「電気・ガス・熱供給・水道業」、「情報通信業」、「運輸業」、「卸売業・小売業」、

「金融・保険業」、「不動産業」、「飲食店・宿泊業」、「医療・福祉」、「教育・学習支援」などの産業。 



２－１ 八尾市の現況分析 

- 19 - 

 

■八尾市の産業大分類別人口割合の経年変化 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■府内中核市の産業大分類別人口割合 

 

  

・グラフ内の数値は四捨五入のため、合計が100％にならない場合がある 資料：国勢調査
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　　・グラフ内の数値は四捨五入のため、合計が100％にならない場合がある 資料：国勢調査【平成27（2015）年】
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②工業 

・八尾市の製造品出荷額等は、平成 30（2018）年に、約 12,000 億円となっており、前年と比べると

増加しておりますが、全体でみると減少傾向が続いています。 

・事業所数、製造品出荷額、従業者数ともに、平成 20（2008）年と比べて減少が進み、八尾市から

企業が減少しています。 

・八尾市の平成 30（2018）年の事業所数・製造品出荷額は、ともに府内 4 位となっております。 

 

■八尾市の事業所数・製造品出荷額等の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■八尾市の工業従業者数の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・カッコ内の数値は前年比 資料：工業統計調査
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・カッコ内の数値は前年比 資料：工業統計調査
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■府内市別の事業所数（上位 10市）と製品出荷額等 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

第 2 次産業：「鉱業」、「建設業」、「製造業」。 

第 3 次産業：前記及び「分類不能の産業」以外の「電気・ガス・熱供給・水道業」、「情報通信業」、「運輸業」、「卸売業・小売業」、

「金融・保険業」、「不動産業」「飲食店・宿泊業」、「医療・福祉」「教育・学習支援」などの産業.。 

第 2 次産業：「鉱業」、「建設業」、「製造業」。 

第 3 次産業：前記及び「分類不能の産業」以外の「電気・ガス・熱供給・水道業」、「情報通信業」、「運輸業」、「卸売業・小売業」、

「金融・保険業」、「不動産業」「飲食店・宿泊業」、「医療・福祉」「教育・学習支援」などの産業.。 

第 2 次産業：「鉱業」、「建設業」、「製造業」。 

第 3 次産業：前記及び「分類不能の産業」以外の「電気・ガス・熱供給・水道業」、「情報通信業」、「運輸業」、「卸売業・小売業」、

「金融・保険業」、「不動産業」「飲食店・宿泊業」、「医療・福祉」「教育・学習支援」などの産業.。 

資料：工業統計調査【平成30(2018)年】
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③商業（小売業※） 

・年間販売額と従業員数は増加していますが、商店数と販売面積は平成 24（2012）年と比べて減

少しており、まちのにぎわいの低下が懸念されます。 

・八尾市の平成 28（2016）年の商店数は府内 7 位、年間販売額は府内 8 位となっています。 

 

■八尾市の商店数・年間販売額の推移        ■八尾市の従業員数の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■八尾市の販売面積の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

※小売業：商業統計調査、経済センサスにおいては、主として個人や家庭用消費者のために商品を販売する事業所。 

 

 

資料：商業統計調査【平成26(2014)年】・経済センサス【平成24（2012）年、平成28（2016）年】
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資料：商業統計調査【平成26(2014)年】・経済センサス【平成24（2012）年、平成28（2016）年】　　　  
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資料：経済センサス【平成28（2016）年】
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資料：経済センサス【平成28（2016）年】
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④農業 

・都市農地は農作物を供給するだけではなく、都市部にみどりをもたらし、災害時には防災空間と

して活用できる貴重な資源です。 

・農業従事者を含む第 1 次産業従事者数が減少傾向にあります。 

・都市部にみどりをもたらしている生産緑地の面積は、減少傾向にあります。 

・八尾市の生産緑地の面積及び市街化区域に占める生産緑地の割合は、府内中核市の中では

一番多い状況です。 

 

■八尾市の第 1次産業従事者数    ■八尾市の生産緑地の地区数と面積の推移 

の推移 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■生産緑地面積（中核市）           ■市街化区域に占める生産緑地の割合（中核市） 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

資料：国勢調査
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用途地域 

都市計画法に基づき、都市地域の土地の合理的利用を図り、市街地の環境の整備、都市機能

の向上を目的として、建築物の建築を用途や容積などにより規制する制度。住宅系・工業系・

商業系などの用途別に 13 種類に分類される。 

 

■用途地域の種類 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
資料：国土交通省土地利用計画制度パンフレット 

 

  

コラム 【個別都市計画について①】 
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　・グラフ内の数値は四捨五入のため、合計が100％にならない場合がある 資料：土地利用現況調査    
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２-１-４ 土地利用 

①土地利用現況 

・八尾市の平成 27（2015）年土地利用の割合は、住宅地が 41.2%、商業地が 3.4%、工場地が

15.0%となっており、住宅地が一番多くなっています。 

・住宅地と商業地の割合は増加、工場地と農地の割合は減少しています。 

 

■八尾市の土地利用割合の推移 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

■八尾市の土地利用現況図【平成 27（2015）年】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

  
資料：土地利用現況調査【平成 27（2015）年】 
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②用途地域 

・用途地域は、第 1 種住居地域が約 18%を占め一番多く、次いで準工業地域が約 16%を占めて

います。 

・大阪府下の他の中核市と比較すると、東大阪市と同様に工業系（準工業地域・工業地域・工業

専用地域）の用途地域の割合が高くなっています。 

・近年、工業だけではなく、住宅や商業用途も許容されている準工業地域・工業地域では、工場

地の割合が減少し、住宅地・商業地の割合が増加するなどの土地利用の混在が進み、操業環

境に影響を及ぼしていると考えられます。 

 

■八尾市の都市計画区域図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

資料：東部大阪都市計画総括図（八尾市分）【令和元（2019）年 9 月】 

■八尾市の用途地域・市街化調整区域の面積 

 

 

 

 

 

 

 

  　・グラフ内の数値は四捨五入のため、合計が100％にならない場合がある 資料：庁内資料
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■大阪府内中核市・大阪府・全国の用途地域の面積 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

■八尾市の準工業地域・工業地域における土地利用用途割合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

　・グラフ内の数値は四捨五入のため、合計が100％にならない場合がある 資料：土地利用現況調査
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③都市機能誘導区域・居住誘導区域 

・八尾市立地適正化計画の都市機能誘導区域は、医療・福祉・商業等の都市機能を都市の中心

拠点や生活拠点に誘導し集約することにより、これらの各種サービスの効率的な提供を図る区

域で、都市核周辺区域（八尾市のにぎわいと魅力を創出・充実し、市内外へ魅力を発信する基

盤を維持する区域）と日常サービス誘導区域（便利で快適な日常生活が送れるよう、日常サービ

スの誘導を推進する区域）が設定されています。 

・居住誘導区域は、人口密度の維持だけを目的とするのではなく、「工場の操業環境と周辺の居

住環境との快適性を両立できる住工共存のまちづくりをめざす」「災害等に対する住環境の安全

性を確保する」などの実現に向けて設定されています。なお、居住誘導区域は、災害危険区域

をはじめ、市街化調整区域や工業専用地域などを含みません。 

 

■都市機能誘導区域 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■居住誘導区域 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

凡例 

   都市核周辺区域 

 
日常サービス 
誘導区域 

資料：八尾市立地適正化計画 

【平成 30（2018）年 3 月】 

凡例 

    居住誘導区域 

資料：八尾市立地適正化計画 

【平成 30（2018）年 3 月】 

・都市機能誘導区域・居住誘導区域は、新たなまちづくりの課題や多様化する市民のニーズに対応すべく、必要に応じて適宜見直 

しを行います。 
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２-１-５ 交通ネットワーク 

①公共交通 

・鉄道は、市内に近鉄 8 駅、JR3 駅、大阪メトロ 1 駅の計 12 駅があり、バス路線は、鉄道路線を補

完する形で整備されており、市内にバス停が 76 箇所あります。 

・八尾市の中央部と東部山麓部では、鉄道駅やバス停から遠く、公共交通機関の徒歩圏※外で交

通不便地となっています。 

・1 日の平均乗客数※では近鉄八尾駅が 2 万人近くと最も多く、次いで、JR 久宝寺駅、JR 八尾駅、

JR 志紀駅、近鉄河内山本駅となっています。 

 

■八尾市の公共交通網と公共交通機関の徒歩圏（駅から 800ｍ・バス停から 300ｍの範囲） 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
  

出典：大阪バス株式会社、近鉄バス株式会社、大阪シティバス株式会社ホームページ、庁内資料【令和 2（2020）年現在】 

 

※八尾市では、公共交通機関の徒歩圏を、「地域公共交通づくりハンドブック」（国土交通省）、「地域公共交通確保維持改善事業

費補助金交付要綱」（国土交通省）、府内各市の捉え方を参考にし、駅から半径 800ｍもしくはバス停から半径 300ｍを徒歩圏と

しています。 

※乗客数は、駅から乗車する人数を指し、駅に降りる人数（降車客）は含まない。 
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■八尾市内各駅の 1日の平均乗客数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
  

資料：八尾市統計書　【令和2（2020）年版】
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②交通手段分担率の状況 

・通勤や通学など様々な目的において自転車を交通手段として利用されている方が多くみられま

す。 

・八尾市の交通手段分担率を大阪府下の他の中核市と比較すると、鉄道・バス等の公共交通の

利用率が低いですが、自転車の利用率は高くなっています。 

 

■八尾市の交通手段分担率（目的別） 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

  

資料：八尾市　移動に関する実態調査【令和元（2019）年度実施】
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■府内中核市交通手段分担率 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
  

　・グラフ内の数値は四捨五入のため、合計が100％にならない場合がある 資料：近畿圏パーソントリップ調査【平成22（2010）年】
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２-１-６ 都市施設 

①道路 

・八尾市の都市計画道路は、現在 46 路線、総延長 79.81km が計画決定されています。 

・八尾市は、全国等と比べ、都市計画道路の整備率が低い状況にあります。 

・混雑度について、大阪中央環状線と国道 170 号（大阪外環状線）が 1.75 以上と慢性的混雑状

態、国道 25 号と大阪港八尾線が 1.25 以上 1.75 未満とピーク時間に混雑しやすい状態となって

います。 

■都市計画道路の整備状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

■八尾市の都市計画道路の整備状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：庁内資料【令和 3（2021）年現在】 

  

総延長 整備延長 整備率

（km） （km） （％）

八尾市 79.81 43.94 55.1

府内中核市※　合計 639.76 456.84 71.4

大阪府　合計 2,593.83 1,922.40 74.1

全国　合計 72,000.10 47,098.30 65.4

資料：都市計画年報【平成31（2019）年】＜府内中核市・大阪府・全国＞ 

庁内資料＜八尾市＞

都市計画道路

※令和3（2021）年3月時点で中核市となっている、豊中市・吹田市・高槻市・枚方市・

　　寝屋川市・東大阪市・八尾市の合計
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■八尾市の道路混雑度※図 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：平成 27（2015）年道路交通センサス 

 

 

  

※混雑度の解釈（出典：道路の交通量／社団法人 日本道路協会） 

1.0 未満：渋滞やそれに伴う極端な遅れがほとんどない 

1.0～1.25：昼間 12 時間のうち道路が混雑する可能性のある時間帯が 1～2 時間（ピーク時間）ある 

1.25～1.75：ピーク時間はもとより、ピーク時間を中心として混雑する時間帯が加速度的に増加する可能性の高い状態 

1.75 以上：慢性的混雑状態 
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②橋梁 

・橋梁は、一般的にコンクリートの劣化等により建設後 50 年程度が更新の目安とされていますが、

架設年次の判明している 449 橋のうち、建設後 50 年を経過している橋梁は、令和 2（2020）年に

は 175 橋あり、全体の 39%を占めています。 

・令和 22（2040）年には建設後 50 年を経過している橋梁の割合が 90%となり、橋梁の老朽化が進

行します。 

 

■八尾市の建設後 50年を経過する橋梁の推移 

 

  

2003/5/4

・449橋を対象 資料：八尾市橋梁長寿命化修繕計画

39.0%

70.2%

90.0% 95.5%

175

315

404
429

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

90%

100%

0

50

100

150

200

250

300

350

400

450

500

2020(R2) 2030（R12） 2040(R22) 2050(R32)

割合 橋数

（橋）



２－１ 八尾市の現況分析 

- 37 - 

 

③都市公園 

・令和 2（2020）年 3 月 31 日時点で八尾市が管理している都市公園※は 306 箇所、43.25ha です。 

・都市計画決定されている都市計画公園については 71 箇所で、22.79ha 整備されています。 

・平成 31（2019）年 3 月 31 日時点で、大阪府が管理している久宝寺緑地 32.3ha を含み、一人当

たりの都市公園面積について、大阪府下の他の中核市と比べると、東大阪市と並んで少ない状

況にあります。 

・整備後 30 年を経過している老朽化した公園施設が令和 14（2032）年には約 90%になり、施設の

老朽化が進行します。 

 

■八尾市の都市公園の整備状況 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■府内中核市都市公園面積 

 

 

 

 

 

 

■府内中核市 1人当たりの公園面積 

 

 

 

 

  

※都市公園法第 2 条第 1 項の規定により設置された都市公園のことで、都市計画決定されていないものも含む。 

街区公園 65 16.89 65 16.92 65 16.93

近隣公園 6 5.86 6 5.86 6 5.86

計（a） 71 22.75 71 22.78 71 22.79

街区公園（b） 0 0.00 1 0.37 3 0.97

その他の都市公園（c） 227 18.81 229 18.95 232 19.49

298 41.56 301 42.10 306 43.25

・各年3月31日時点のデータ 資料：八尾市公園等の現況

都
市

公
園

都
市

計

画
公

園

都
市

公
園

計（a+b+c）

種別 種類

園数
面積

（ha）
園数

都市公園全体

平成30（2018）年 平成31（2019）年 令和2（2020）年

面積

（ha）
園数

面積

（ha）

八尾市 豊中市 吹田市 高槻市 枚方市 寝屋川市 東大阪市 大阪府合計

299      416      133      220      502      70        257      6,460        

73.86    274.67  322.96  185.78  219.63  128.36  135.93  4,857.36    

2.77     6.91     8.52     5.31     5.49     5.51     2.74     5.51         

・平成30（2018）年3月31日時点のデータ（大阪府管理の公園も含む） 資料：大阪府統計年鑑【令和元（2019）年】

園数

面積(ha)

一人当たりの公園面積(㎡/人)

     ・平成30（2018）年3月31日時点のデータ 資料：大阪府統計年鑑【令和元（2019）年】

2.77 

6.91 

8.52 

5.31 5.49 5.51 
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■八尾市の開設後 30年を経過する公園の推移 

 

  

・平成24（2012）年時点　八尾市公園施設長寿命化計画対象公園全数：334公園

資料：八尾市公園施設長寿命化計画
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④公共下水道 

・八尾市の公共下水道は、主に「生活環境の改善」「公共用水域の水質保全」「浸水の防除」を目

的として事業が進められています。 

・生活排水処理における公共下水道の整備人口普及率は、平成 16（2004）年で 71.1%でしたが、

令和元（2019）年には 94.6%となりました。 

・下水道施設について、一般的な耐用年数である 50 年を経過するものが令和 14（2032）年に約

20%となり、施設の老朽化が進行します。 

 

■八尾市の公共下水道の普及率の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■八尾市の耐用年数（50年）を超える公共下水道施設の推移 

 

  

資料：八尾市統計書
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・平成23（2011）年度末整備延長674kmに対しての数値 資料：八尾市公共下水道長寿命化計画
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２-１-７ 災害 

①浸水想定域 

・寝屋川流域内の河川（第二寝屋川、恩智川、楠根川、平野川等）や大和川等の氾濫や内水の

氾濫により、八尾市内で浸水が想定されています。 

 

■八尾市の浸水想定マップ（寝屋川流域内の河川の氾濫や浸水） 

資料：やお防災マップ【令和 2（2020）年】 
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■八尾市の浸水想定マップ（大和川の氾濫） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
資料：やお防災マップ【令和 2（2020）年】 

②土砂災害 

・八尾市東部山麓については、大雨によるがけ崩れ・土石流が発生する可能性がある区域を土砂

災害警戒区域・土砂災害特別警戒区域として指定しています。 

 

■八尾市の土砂災害状況図（土砂災害警戒区域・土砂災害特別警戒区域） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：国土数値情報（国土交通省）【令和元（2019）年】  
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２-１-８ 市民の意向 

①八尾市の改善した方がよいところ （未来の八尾１万人意識調査※より） 

・都市計画に関連するもので、八尾市の改善した方がよいところをみると、「自然災害への備え」、

「交通の利便性」、「公園・自然環境」が比較的多くなっています。 

 

■八尾市の改善した方がよいところ 

 

 

  

資料：未来の八尾１万人意識調査【平成 30（2018）年度実施】 

※未来の八尾１万人意識調査【第６次総合計画策定に係る市民アンケート】調査概要 

調査対象：八尾市在住の 18 歳以上の市民の中から 10,024 人（男女各 5,012 人） 

回収状況：発送数 10,024 票  有効回答数 4,643 票  有効回答率：46.3% 
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地区計画 

都市計画法に基づき比較的小規模の地区を対象に、建築物の建築形態、公共施設の配置など

からみて、一体としてそれぞれの区域の特性にふさわしい態様を備えた良好な環境の街区を整

備し、保全するために定められる計画で、①地区施設（生活道路、小公園、広場など）の配置、

②建物の建て方や街並みのルール（用途、容積率、建ぺい率、最低敷地面積、最低建築面積、

壁面の位置の制限、高さ、形態・意匠、緑化率など）、③保全すべき樹林地などを決めること

ができる。 

 

■地区計画のイメージ 

 
資料：国土交通省ホームページ 

 

高度利用地区 

都市計画法に基づく地域地区（土地や建築物等に必要な制限を設ける制度）の一種で、市街

地における土地の合理化かつ健全な高度利用と都市機能の更新を図るため、建築物の容積率の

最高限度及び最低限度、建ぺい率の最高限度、建築面積の最低限度、壁面の位置の制限を定め

る。 

 

生産緑地地区 

都市計画法及び生産緑地法に基づき、市街化区域内の農地などのうち、公害や災害の防止な

ど良好な生活環境の確保に効果があり、公園・緑地など公共施設等の敷地の用に供する土地と

して適しているものを市が指定したもの。 

 

都市施設 

一般的に道路、河川、上下水道、エネルギー供給施設、通信施設などの生活・産業基盤や学

校、病院、公園などの公共施設のこと。 

  

コラム 【個別都市計画について②】 
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２-１ 八尾市の現況分析において、比較する府内中核市※（豊中市、吹田市、高槻市、枚方市、寝

屋川市、東大阪市）の位置、人口や面積などの基礎データについて紹介します。 

※令和 3（2021）年 3 月時点で中核市となっている大阪府内の市を対象としています。 

 

■府内中核市の位置 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■府内中核市 令和 2（2020）年 3月末の人口と世帯数 

 

 

 

 

  
  

コラム 【府内中核市の基礎データについて】 

大阪市

兵庫県

京都府

滋賀県

三重県
奈良県

大阪府

和歌山県

鳥取県

岡山県

香川県

徳島県

高知県

岐阜県

福井県

石川県

愛知県

津

ランベルト正角円錐図法Copyright©NijiX

0 50km25

八尾市 豊中市 吹田市 高槻市 枚方市 寝屋川市 東大阪市

人口（人） 265,908 400,737 373,978 351,019 399,953 231,189 493,490

世帯数（世帯） 125,624 177,888 174,222 161,259 181,180 110,229 231,215

面積（ha） 4,172 3,639 3,609 10,529 6,512 2,470 6,178

資料：各市の住民基本台帳人口
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■府内中核市の人口の推移 

 

 

■府内中核市の世帯数の推移 

 
  

資料：国勢調査　
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  まちづくりの視点  

「1-1-3 前計画策定からの変化」、「2-1 八尾市の現況分析」を踏まえ、まちづくりの視点を整理します。 

 

A．誰もが住みたい、住み続けたいと思うまちづくり 

今後八尾市では、人口の減少が続き、少子高齢

社会が進行することが予想されており、事業所の減

少や小売店の販売面積も減少し、にぎわいの低下

が懸念されています。 

それらの都市課題を受けて、持続可能なまちづく

りを進めるためには、八尾市独自の歴史や文化を

継承しつつ、中心市街地に都市機能を集約するな

ど都市魅力を創出し、若者に選ばれ誰もが住みた

い、住み続けたいと思うまちづくりを進める必要があ

ります。 

 

 

B．「ものづくりのまち八尾」を活かしたまちづくり 

今後八尾市では、事業所が減少し、その跡地に

住宅地が建設され、住工混在による操業環境や住

環境の悪化が懸念されています。 

それらの都市課題を受けて、新たな人や企業な

ど八尾に集まる好循環を生み出すために、産業機

能の向上や、渋滞の解消を図る道路ネットワークの

形成など都市基盤の整備とともに、工場の操業環境

保全や集積など「ものづくりのまち八尾」を活かした

まちづくりを進める必要があります。 

 

 

C．誰もが円滑に移動できる交通ネットワークを活かしたまちづくり 

現在八尾市では、一部地域で交通不便地がみら

れ、また、移動に支援を必要とする人に加えて、高

齢化の進行により、自動車や自転車に乗れなくなり

移動手段を持たない移動困難者の増加が見込まれ

ます。 

それらの都市課題を受けて、自転車利用環境の

向上を含めて、人口減少・少子高齢社会に対応し

た、誰もが移動しやすく自立して暮らせるまちづくり

が求められます。 

 

JR久宝寺駅周辺 

上空からの八尾市のようす 

JR八尾駅駅前広場 
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D．集約型都市構造実現のための都市基盤施設整備を進めるまちづくり 

現在八尾市では、都市計画道路の整備率が低く、

慢性的に交通渋滞が発生している状況にあります。 

それらの都市課題を受けて、都市拠点間を交通

ネットワークで連携させた「集約型都市構造」を実現

し、民間活力による商業の活性化など、にぎわいを

創出するためにも、道路や駅周辺などの都市基盤

施設の整備を進める必要があります。 

 

 

 

 

E．安全・安心のための都市基盤施設整備を進めるまちづくり 

今後八尾市では、橋梁・都市公園・公共下水道

など都市基盤施設の更新が集中します。 

それらの都市課題を受けて、選択と集中による

効果的な都市基盤施設の整備や計画的な維持管

理を行い、耐用年数を迎える公共施設等の効率

的な維持管理を進める必要があります。 

また、日常生活において、道路上の安全性を確

保するための交通安全施設等の整備を進める必

要があります。 

 

 

F．都市緑地の保全・活用と環境に配慮したまちづくり 

現在八尾市では、都市農地（生産緑地）の減少

や農業の担い手の減少が進んでいます。 

これらの都市課題を受けて、防災空間としての活

用や都市環境の改善など多様な機能を持つ都市農

地の保全を図るとともに、公園・緑地・農地などの

「みどり」と「都市」との共生を図る必要があります。 

また、持続可能な世界を実現するための国際社

会全体の開発目標（SDGs）の理念を踏まえ、脱炭

素社会の実現など、環境に配慮したまちづくりを進

める必要があります。 

  

都市計画道路竜華東西線 

神田橋 

都市農地 
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G．都市の景観形成によるまちづくり 

成熟する社会において、質が高く、魅力ある都市

を形成するために、水と緑のうるおい景観区域であ

る玉串川・長瀬川や、眺望景観区域である高安山・

大和川、そして久宝寺寺内町、高安千塚古墳群、

由義寺跡等の歴史的景観資産など、地域資源の保

全と活用による景観に配慮した整備を進める必要が

あります。 

また、この都市の魅力を広く市内外に発信し、活

用したまちづくりを進める必要があります。 

 

 

H．都市の防災対策を進めるまちづくり 

市民の生命及び財産を守るため、将来予想さ

れる南海トラフ地震等の大規模災害への対応とし

て、避難路、避難地の整備による防災面の向上や、

耐震化の促進など社会インフラやライフラインの強

靭化を進めます。 

また、地震発生後の倒壊や道路閉塞など、二次

災害を誘発する要因となる空き家対策や無電柱

化を検討する必要があります。 

そして近年頻発し、大型化する台風等による自

然災害への対応として、治水対策の推進、土砂災

害対策を進める必要があります。 

 

 

玉串川 

曙川公園 


